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第４回 令和６年能登半島地震
道路復旧技術検討委員会



北陸地方整備局
１）中屋トンネル工区の被災概要・経緯
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R6.1.1地震後
〇中屋トンネルを含む国道２４９号が被災し全面通行止め。
〇地震後、県道・市道を用いた緊急車両等の通行を確保（緊急復旧）。
〇トンネル内はプロテクターを用いて、９月25日12時より１車線で通行確保を予定していた。
〇1車線通行確保の後、トンネルの復旧および明かり部の仮橋（５箇所）の施工を進め、
年内の2車線開放を目指していた。

R6.9.20からの大雨後
〇明かり部の土砂崩壊や県道・市道が被災し、９月２５日の1車線の通行確保を延期。
○道路への堆積土砂の撤去や追加仮橋を施工し、道路啓開を推進中。
○緊急復旧として12月25日に県道・市道を活用した1車線の通行を確保。

〇地震による中屋トンネル工区の被災

〇大雨による中屋トンネル明かり部の被災

覆工崩落状況(起点側から) 支保工の変形

プロテクターによる通行確保

約50ｃｍ終点側に変形支保工変形範囲

〇地震後の緊急・応急復旧

中屋トンネル坑口（輪島市街地側）の土砂崩壊

2/2撮影

舗装の隆起状況

段差約20ｃｍ

2/2撮影

2/2撮影 2/2撮影

土砂撤去による道路啓開

9/18撮影9/18撮影

地すべりによる閉塞

9/10撮影

仮橋の施工

大雨による被災

〇大雨後の緊急復旧

追加仮橋の施工

11/16撮影

土砂撤去と大型土のうによる道路啓開坑口の土砂撤去

9/28撮影 9/23撮影

11/12撮影 12/5撮影
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〇緊急復旧として、県道、市道による迂回路を活用し、12月25日に5.5kｍ区間で緊急車両等の１車線通行を確保。
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令和６年１２月２５日（水） １３時～
緊急車両等の１車線通行確保

（令和６年１２月１３日公表）

１）中屋トンネル工区の被災概要・経緯

：緊急復旧ルート

①

②

③



北陸地方整備局
２）中屋トンネル周辺斜面の変状計測データ

〇中屋トンネルでは、被災に影響したと想定された地すべりブロックの動態観測を行っている。
〇トンネル西側の想定地すべりについては大雨による変動は確認されていない。

パイプ歪計変動グラフ

＋

-

深度別歪変動量

【X方向】

深度別歪変動量

【Y方向】

BV5-33-3 孔内水位

計器設置 6/10

※12/4（観測継続中）

深度36m

深度37m

深度34m

9/21 豪雨 日降雨量：362mm

9/21豪雨時：変動無し

トンネル
縦断方向

トンネル
横断方向

軽微な変動 （100μ/月：潜在変動）

軽微な変動 （600μ/月：潜在変動）

安定

安定門前側坑口

至 輪島市街地

至 門前町
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BV5-33-6

トンネル西側の想定地すべり
大雨による変動なし

トンネル西側の想定地すべり 大雨による変動なし

※パイプ歪変動による地すべり判定基準（月換算変動量の場合）
・5000μ以上且つ累積あり →確定変動
・1000μ以上且つ累積あり →準確定変動
・ 100μ以上且つ累積あり →潜在変動
・ 100μ以上且つ累積なし →異常変動

「道路土工 切土工・斜面安定工指針」より引用

◇9月大雨以前
・累積変動があるが変動量が軽微
・地震や大雨等の地すべりを助長する気象もなし
◇9月大雨時
・変動なし

評価：地すべり変動とは判定されないため、計測
を継続

＋

-



北陸地方整備局
２）中屋トンネル周辺斜面の変状計測データ

〇門前側坑口のトンネル東側の想定地すべりについては、９月の大雨により微小変動が確認されたものの、トンネルに影響する範囲では
大雨による変動は確認されていない。

〇積雪や融雪で長期的に地山の含水比が高くなる今冬の計測結果を踏まえ、応急復旧（通行確保）の妥当性を確認する。

パイプ歪計変動グラフ

BV5-33-5 孔内水位

計器設置 6/20

9/21 豪雨 日降雨量：362mm

＋

-

＋

-

深度別歪変動量

【X方向】

深度別歪変動量

【Y方向】

深度53m

深度15m

深度22m

深度19m

深度53m

深度２4m

深度53m

深度46m

9/21大雨時：一時的な変動（600μ/月：潜在変動）

トンネル
縦断方向

トンネル
横断方向

門前側坑口

至 輪島市街地

至 門前町
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微小な変動が確認された
範囲

微小な変動が確認された範囲

BV5-33-5

※パイプ歪変動による地すべり判定基準（月換算変動量の場合）
・5000μ以上且つ累積あり →確定変動
・1000μ以上且つ累積あり →準確定変動
・ 100μ以上且つ累積あり →潜在変動
・ 100μ以上且つ累積なし →異常変動

「道路土工 切土工・斜面安定工指針」より引用

軽微な変動 （200μ/月：潜在変動）

軽微な変動（600μ/月：潜在変動）

9/21豪雨時：変動あり（400μ/月：潜在変動）

◇9月大雨以前
・深度46mで累積変動があるが変動量が軽微。異常変動と判定
（自重等による座屈等）
・地震や大雨等の地すべりを助長する気象もなし
◇9月大雨時
・変動があるが、変動量が軽微且つ一時的の範疇
・大雨後に変動は収束

評価：トンネルに影響しない位置で変動が生じている。大雨に伴
う地すべり変動が生じた可能性も考えられるため、計測を継続

深度46m

深度46m

深度46m深度５３m

大雨後：一時的な変動（異常変動と判定）



北陸地方整備局

〇工事現場における作業員の被災事案を踏まえた再発防止策を徹底
１）気象情報等を踏まえた作業継続・中止判断の適切な実施
２）作業実施中の安全確保
３）緊急時の迅速な退避のための対応

３）中屋トンネル工区の大雨を踏まえた応急復旧方針

出典：国道２４９号中屋トンネル付近工事現場における作業員の被災事案を踏まえた再発防止策 令和6年11月1日 北陸地方整備局

１）気象情報等を踏まえた作業継続・中止判断の適切な実施
入手可能な気象予測および気象情報を広域的に確認するために
インターネットで確認できる気象予測アプリを導入し、現場ピンポイ
ントの気象情報を把握する。得られた情報で、当日の作業開始・中
止の判断を行う。

２）作業実施中の安全確保
直近の被災履歴や現場特性等を把握した上で、局所的な大雨に
よるリスク等を把握し、安全な避難経路を設定する。また、その周
知を毎月の安全教育で実施する。

３）緊急時の迅速な退避のための対応
複数の通信・連絡確認手段を組み合わせて、作業関係者
全員へ確実に伝達を行うことができるよう、緊急時の情報
伝達方法・通信手段を設定する。また、毎月の安全教育で
周知することに加え、避難実地訓練も実施して確認する。

5

中屋トンネル工区で実施している通信手段
・衛星携帯電話
・衛星インターネットサービス
・警報機能付き雨量計



北陸地方整備局

中屋トンネルの応急復旧
〇中屋トンネルは地山の安定性が概ね確認されたので原位置にて復旧を行う。
・覆工崩落箇所は、支保工の縫い返し、補強鉄筋や再吹付等による対策を行う。
・ひび割れ箇所については漏水防止対策やひび割れ注入工等の補修を行う。

３）中屋トンネル工区の大雨を踏まえた応急復旧方針

〇トンネル部の本復旧
トンネル部 本復旧スパン割付図

トンネル部 復旧断面図

至

輪
島
市
街
地

至

門
前
町

9/13撮影

セントルセット

再吹付

増ボルト

補修

改築３

改築２

改築１ 覆工撤去・復旧

支保工縫返し

ひび割れ注入 漏水防止
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シート溶着

9/13撮影

9/13撮影 9/13撮影

覆工コンクリート打設鉄筋組立



北陸地方整備局

明かり部全線の応急復旧
〇明かり部の9月の大雨による土砂流出に対しては、堆積土砂の撤去、大型土のう積みや沢水の排水対策を行う。
〇さらに、崩落した斜面に対してカメラや雨量規制などによる監視体制を整備。
〇上記により当面の安全性を確保した上で、明かり部の土砂撤去や仮橋の施工を推進し、２車線の通行を確保。

３）中屋トンネル工区の大雨を踏まえた応急復旧方針

12/12撮影

土砂流出に対し、土砂撤去し大型土のう
積みを設置

明かり部 応急復旧平面図

＜仮橋部＞ ＜盛土・切土部＞

トンネル
坑口

至

輪
島
市
街
地

至 門前町

L=1.2km

雨量計（中屋TN門前側）

11/16撮影

監視カメラ

11/16撮影

7

〇明かり部の応急復旧道路計画
12/2撮影

トンネル坑口部の崩積土撤去

〇土砂流出に対しては、堆積土砂の撤去、大型土のう積
みや沢水の排水対策

中屋トンネル坑口（輪島市街地側）の土砂崩壊

9/28撮影

〇大雨を踏まえた応急復旧の対策（明かり部）

10/31撮影

沢水の仮排水

11/2撮影

11/17撮影

地盤伸縮計
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〇中屋トンネルを活用した応急復旧による２車線通行確保。

8
：応急復旧ルート

３）中屋トンネル工区の大雨を踏まえた応急復旧方針

＜仮橋部＞ ＜盛土・切土部＞

4号仮橋

3号仮橋

2号仮橋

1号仮橋

追加仮橋

5号仮橋


